
村上 弘が２０１９年度に行った研究の紹介 

【教員氏名】：村上 弘 
【教員氏名ふりがな】：むらかみ ひろし 
【教員の所属】：東京都立大学 理学系大学院 数理科学専攻 
【教員の職位】：准教授 
【教員の年齢】：60 歳（2020 年 3 月末の時点で） 
【主な研究対象】：数値計算・数式処理・並列計算に関する研究 
【研究の概要】 
・2019 年度は研究分野の「数式処理」に関係するものは以下のリストのうちで 20）だけである．それ以

外はどれも「数値計算」と「並列計算」（方法論であって具体的な計算ではない）に関係するものである． 
【学会発表（発表題目，発表大会名，年月）】 
1）直交化付きフィルタ適用による固有値問題の近似対の反復改良について，第 169 回情報処理学会 HPC 
研究会(2019 年 5 月)． 
2）一般固有値問題の固有値が指定区間にあるすべての固有対の近似をフィルタを用いて構成する解法に

ついて，日本コンピュータ化学会 2019 春季年会，ポスタ発表 1P10（2019 年 6 月）． 
3）楕円型合成によるフィルタの伝達特性の改良, 第 48 回数値解析シンポジウムNAS2019 (2019 年 6月）． 
4）レゾルベントを用いたフィルタによる一般固有値問題の解法について，Summer United Workshops 
on Parallel, Distributed and Cooperative Processing (SWoPP2019/MEPA) (2019 年 7 月）． 
5）Single Precision Calculation of  Iterative Refinement  of  Pairs of  a Real Symmetric Definite 
Generalized Eigenproblem by Using a Filter Composed of a Single Resolvent，48th International 
Conference on Parallel Processing (ICPP2019，京都), ポスタ発表 No.15 (2019 年 8 月)． 
6）有理関数の合成による伝達関数の改良とそれに対応するフィルタの構成について，日本応用数理学会

2019 年度年会行列固有値研究部会（2019 年 9 月）． 
7）少数のレゾルベントの線形結合の多項式をフィルタとして用いた実対称定値一般固有値問題の解法，

第 171 回情報処理学会 HPC 研究会（2019 年 9 月）． 
8）一般固有値問題を解くためのフィルタの楕円有理関数を利用した構成法とその適用例，日本数式処理

学会理論分科会・システム分科会（2019 年 10 月）． 
9）少数のレゾルベントを用いたフィルタによる一般固有値問題の解法について，日本応用数理学会第 28
回 行列と固有値の解法とその応用 研究会（2019 年 12 月）． 
10）Iterative Refinement of Approximate Pairs of a Real Symmetric-Definite Generalized 
Eigenproblem Whose Eigenvalues Are in a Specified Interval by Using a Filter Which is Constructed 
by a Single Resolvent，The 7th Asia-Pacific Congress on Computational Mechanics (APCOMP2019 in 
Taiwan),  (2019 年 12 月)． 
11）Single-Precision Calculation of Iterative Refinement of Eigenpairs of a Real Symmetric-Definite 
Generalized  Eigenproblem  by Using a Filter  Composed of  a Single Resolvent,  International 
Conference on Hight Performance Computing in Asia-Pacific Region (HPCAsia2020，福岡)，ポスタ発

表 No.3 (2020 年 1 月)． 



12）Filter Diagonalization Method with Iterative Refinement, 2nd R-CCS International Symposium 
(第 2 回理研 R-CCS 国際会議，神戸)，ポスタ発表 No.3（2020 年 2 月）． 
13）少数の実数シフトのレゾルベントで構成されたフィルタによる実対称定値一般固有値問題の下端固

有対の解法について，日本応用数理学会 2020 年研究部会連合発表会（2020 年 3 月）※新型コロナウィ

ルス感染防止のため中止になったが，主催者により講演は成立したとして扱うとされた． 
14）実数シフトのレゾルベントを少数用いて構成された実対称定値一般固有値問題の下端固有対を解く

ためのフィルタ，第 173 回情報処理学会 HPC 研究会（2020 年 3 月）※研究会は中止だが，成立扱い． 
【論文発表（発表題目，著者，発表誌，年月）】 
15）直交化付きフィルタ適用による固有値問題の近似対の反復改良について，村上弘，情報処理学会研

究報告，Vol.2019-HPC-169，No.1，pp.1－31 (2019 年 5 月)． 
16）一般固有値問題の固有値が指定区間にあるすべての固有対の近似をフィルタを用いて構成する解法

について, 村上弘，日本コンピュータ化学会 2019 春季年会講演予稿集．ポスタ発表 1P10，pp.35－36 
(2019 年 6 月)． 
17）楕円型合成によるフィルタの伝達特性の改良, 村上弘，第 48 回数値解析シンポジウム予稿集， 
pp.57－60 (2019 年 6 月)． 
18）Filters consist of a few resolvents to solve real symmetric definite generalized eigenproblems，
Hiroshi Murakami，JJIAM (Japan Journal of Industrial and Applied Mathematics)，Vol.36，No.2，
pp.579－618 (2019 年 7 月)． 
19）フィルタの反復適用による実対称定値一般固有値問題の近似対の改良，村上弘，情報処理学会論文

誌：コンピューティングシステム (ACS65)，Vol.12，No.3，pp.14－33 (2019 年 7 月)． 
20）与えられた冪級数が満たす常微分方程式の推定, 村上弘，数式処理Bulletin of JSSAC，Vol.25，No.2，
pp.14－17 (2019 年 8 月)． 
21）有理関数の合成による伝達関数の改良とそれに対応するフィルタの構成について，村上弘，日本応

用数理学会 2019 年度年会講演予稿集，pp.566－567 (2019 年 8 月)． 
22）少数のレゾルベントの線形結合の多項式をフィルタとして用いた実対称定値一般固有値問題の解法，

村上弘，情報処理学会研究報告，Vol.2019-HPC-171，No.7，pp.1－45 (2019 年 9 月)． 
23）固有値問題の近似対のフィルタの反復適用による改良，村上弘，数理解析研究所講究録 2138，           
pp.101-109 (2019 年 12 月)． 
24）少数のレゾルベントで構成されたフィルタを用いた実対称定値一般固有値問題の解法，村上弘，情

報処理学会論文誌：コンピューティングシステム (ACS67)，Vol.13，No.1，pp.1－27 (2020 年 2 月)． 
25）実数シフトのレゾルベントを少数用いて構成された実対称定値一般固有値問題の下端固有対を解く

ためのフィルタ，村上弘, 情報処理学会研究報告，Vol.2020-HPC-173，No.1，pp.1－10 (2020 年 3 月)． 
 
【科学研究費補助金への応募状況，採択状況】：特に無し。 
【国等の提案公募型研究費，企業からの受託研究費・共同研究費の獲得状況】：特に無し。 
【受賞等】：特に無し。 
【その他（東京都からの受託研究，特許出願など）】：特に無し。 
 


